
　
協
会
は
、
京
都

市
が
「
京
都
市
に

お
け
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
行
政

の
基
本
方
針

（
案
）」
を
発
表

し
、
京
都
市
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
市
リ
ハ
セ
ン
）
附
属

病
院
を
廃
院
と
す
る
方
針
を
受

け
、
京
都
市
長
に
「
市
リ
ハ
セ

ン
附
属
病
院
を
廃
止
せ
ず
、
公

的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
保

障
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
る
要

請
書
」
を
提
出
し
、
市
リ
ハ
セ

ン
の
存
続
と
、
京
都
市
民
の
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
リ
ハ
ビ
リ
）
保
障
を
一
層
強

化
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
市
リ
ハ
セ
ン
は
、
リ
ハ
ビ
リ

医
療
が
世
間
で
は
ま
だ
認
知
度

の
低
か
っ
た
1
9
7
8
年
に

設
立
さ
れ
た
全
国
的
に
も
歴
史

あ
る
施
設
で
あ
る
。
そ
の
後

に
、
リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
性
が
共

有
さ
れ
て
多
く
の
施
設
が
生
ま

れ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
リ
ハ

ビ
リ
を
取
り
巻
く
医
療
・
福
祉

情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
介
護

保
険
制
度
と
障
害
者
自
立
支
援

法
（
現
・
障
害
者
総
合
支
援

法
）
の
創
設
、
診
療
報
酬
制
度

に
お
け
る
日
数
制
限
の
導
入
に

よ
り
リ
ハ
ビ
リ
の
給
付
制
限
が

行
わ
れ
、
さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
を

必
要
と
す
る
患
者
の
切
り
捨
て

か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
リ
ハ
ビ
リ

棄
民
」
を
生
ん
だ
。

　
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
は
、

多
数
の
症
例
を
扱
っ
て
き
た
経

験
あ
る
施
設
で
あ
る
。
特
に
リ

ハ
ビ
リ
疾
患
の
な
か
で
も
、

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
、
豊
か

な
治
療
経
験
を
必
要
と
さ
れ
る

複
雑
障
害
で
あ
る
高
次
脳
機
能

障
害
お
よ
び
頸
椎
損
傷
症
の
患

者
に
は
、
公
的
施
設
で
の
リ
ハ

ビ
リ
訓
練
が
障
害
回
復
に
望
ま

し
い
と
考
え
る
。
市
リ
ハ
セ
ン

附
属
病
院
は
、
医
療
技
術
と
経

験
、
人
材
と
人
員
数
等
の
面

で
、「
民
間
活
力
」
で
は
成
し

が
た
い
こ
と
を
行
っ
て
き
た
。

京
都
市
は
廃
止
後
、「
総
合
相

談
窓
口
」
や
「
高
次
脳
機
能
障

害
に
特
化
し
た
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
」
等
に
よ
り
リ
ハ
ビ

リ
行
政
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
の

役
割
を
他
の
医
療
機
関
が
取
っ

て
代
わ
る
こ
と
は
難
し
く
、
一

度
失
わ
れ
た
制
度
を
元
に
戻
す

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
認
識

す
べ
き
で
あ
る
。
病
院
の
廃
止

に
よ
り
障
害
者
は
行
き
場
を
な

く
す
。
特
に
高
次
脳
機
能
障
害

や
頸
椎
損
傷
の
リ
ハ
ビ
リ
の
質

の
レ
ベ
ル
を
ど
う
維
持
す
る
の

か
に
つ
い
て
は
全
く
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
京
都
市
の
公
費
支

出
抑
制
の
み
を
考
え
る
政
策

は
、
福
祉
・
医
療
行
政
の
後
退

で
あ
り
、
日
数
制
限
が
過
ぎ
れ

ば
「
自
己
責
任
の
問
題
」
と
す

る
こ
と
は
不
誠
実
で
あ
る
。

市
リ
ハ
セ
ン
病
院
の
廃
止
と

リ
ハ
ビ
リ
行
政
の
後
退
を
許
さ
な
い

　
先
月
の
京

都
新
聞
の
連

載
で
、
都
会

の
高
齢
者
の

実
態
を
知
り
驚
い
た
。
高
齢
者

の
孤
立
化
は
、
田
舎
だ
け
の
話

で
は
な
い
よ
う
だ
。
昭
和
₄0
〜

50
年
代
に
開
発
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
で
は
、
高
齢
化
が
進

み
、
建
物
の
老
朽
化
も
相
俟
っ

て
、
空
室
も
増
え
て
い
る
▼
国

が
こ
の
空
室
を
使
い
医
療
介
護

施
設
を
造
り
、
高
齢
者
だ
け
住

む
町
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
作
る
と
い
う
。
高
齢
者
の

町
と
い
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の

「
退
職
者
村
」
を
想
起
す
る

が
、
こ
こ
は
自
ら
望
ん
で
移
住

す
る
町
。
日
本
の
町
は
、
老
人

が
取
り
残
さ
れ
た
町
。
ど
ち
ら

も
若
者
や
子
ど
も
の
い
な
い
町

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
町
は
絶
え

ず
新
規
の
移
住
者
が
来
る
。
日

本
の
町
で
は
、
老
人
は
い
ず
れ

い
な
く
な
り
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な

る
。
過
疎
地
の
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
よ
う

に
▼
老
い
も
若
き
も
住
ん
で
い

る
の
が
本
当
の
街
。
子
ど
も
は

老
人
か
ら
学
び
、
老
人
は
そ
こ

に
い
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
。
人
が
手
を
入
れ
な
け

れ
ば
国
土
は
荒
れ
る
。
老
人
だ

け
に
な
り
、
通
う
人
の
い
な
い

道
は
消
え
る
。
渡
ら
な
く
な
っ

た
橋
は
朽
ち
る
。
耕
さ
な
く

な
っ
た
畑
は
藪
に
な
り
、
下
草

刈
や
間
伐
も
し
な
く
な
っ
た
山

は
崩
れ
て
川
を
堰
き
止
め
る
▼

こ
の
歴
史
あ
る
日
本
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
有
害
無
益
だ
。
人
と
資
本
の

さ
ら
な
る
集
中
が
進
み
、
国
が

壊
れ
る
。
歴
史
風
土
に
無
関
心

に
、
資
本
の
自
由
な
活
動
を
最

優
先
さ
せ
る
た
め
に
国
土
を
消

耗
す
る
移
民
の
国
ア
メ
リ
カ
の

制
度
は
い
ら
な
い
。 

（
恭
仁
）

　
協
会
は
2
0
1
2
年
9
月
か

ら
13
年
4
月
に
か
け
て
、
会
員

医
療
機
関
を
対
象
に
「
窓
口
で

の
未
収
金
の
実
態
」
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
病
院
の
未
収

金
が
社
会
問
題
と
さ
れ
て
き
た

が
、協
会
が
前
年
度
実
施
し
た

「
受
診
抑
制
の
実
態
」ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
窓
口
3
割
負
担
の
影
響

で
診
療
所
で
も
未
収
金
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
改
め
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
未
収
金
問
題
が
医
療
機
関

の
経
営
・
存
続
を
脅
か
せ
ば
、

地
域
医
療
体
制
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
市
民
の
生
命
と
健
康

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
協
会
は
こ
の
結
果
を
改

善
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
対
象
は
2
0
5
6

（
地
区
懇
の
開
催
地
区
）、回
収
数

は
3
4
5（
回
収
率
17
％
）。
内

訳
は
診
療
所
3
1
3
、病
院
32
。

年
間
で
病
院
1
4
5
5
万
円

診
療
所
で
も
26
万
円

　
未
収
の
実
態
に
つ
い
て
、
①

過
去
1
年
間
で
、
1
年
以
上
一

部
負
担
金
が
未
収
と
な
っ
て
い

る
医
療
機
関
数
②
年
間
金
額
と

件
数
―
に
つ
い
て
き
い
た
と
こ

ろ
、
病
院
の
未
収
規
模
が
件

数
、
金
額
と
も
に
大
き
い
こ
と

が
改
め
て
わ
か
る
。（
図
）

　
病
院
は
、
①
84
％
（
27
医
療

機
関
）
②
最
高
額
は
1
4
5
5

万
円
。
件
数
は
10
件
以
上
が
68

％
を
占
め
、
最
高
は
8
0
0

件
。
診
療
所
は
、
①
31
％
（
96

医
療
機
関
）
②
最
高
額
は
26
万

円
。
10
件
以
上
は
11
％
で
最
高

は
1
2
5
件
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、

以
前
と
の
比
較
で「
変
化
な
し
」

と
答
え
た
の
は
、診
療
所
85
％
、

病
院
53
％
。病
院
は
33
％
が
む

し
ろ
「
減
っ
た
」と
し
て
い
る
。

　
患
者
1
人
あ
た
り
の
累
積
金

額
を
み
る
と
、
最
高
額
は
病
院

で
6
9
0
万
円
（
4
年
間
）、

診
療
所
は
20
万
円
が
2
医
療
機

関
（
2
年
間
と
10
年
間
）
で
、

10
万
円
を
超
え
た
の
は
3
医
療

機
関
で
あ
っ
た
。

善
管
注
意
義
務
の

実
践
は
わ
ず
か

　
未
収
金
の
発
生
理
由
に
つ
い

て
、
病
院
は
①
「
生
活
困
窮
」

75
％
②
「
支
払
う
意
思
な
し
」

72
％
③
現
金
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
な
ど
「
突
発
的
事
態
」

69
％
。
診
療
所
は
①
「
突
発
的

事
態
」
43
％
②
「
支
払
う
意
思

な
し
」
18
％
③
「
生
活
困
窮
」

15
％
④
「
わ
か
ら
な
い
」
14
％

―
と
分
析
し
て
い
る
。

　
回
収
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
病
院
は
①
電
話
97
％
②
郵

便
91
％
③
訪
問
、
内
容
証
明
付

病
院
84
％
、診
療
所
31
％
で
未
収
抱
え
る

未
収
金
の
実
態
浮
き
彫
り
に

病
　
　
　
　
院

金　額 件 数

診 

　
療
　 

所

金　額 件 数

14,554,688円 759件 1 264,820円 125件

7,800,000円 800件 2 200,000円 20件

7,040,761円 不明 3 150,000円 10件

6,024,861円 265件 4 147,640円 41件

5,300,000円 100件 5 124,020円 37件

3,153,000円 109件 6 120,000円 15件

2,430,000円 111件 7 100,000円 3件

1,791,371円 267件 8 85,820円 24件

1,290,357円 67件 9 70,000円 30件

1,115,498円 221件 10 64,300円 5件

図　年間未収金の金額と件数（金額の多い順）

郵
便
が
同
率
50
％
⑤
何
も
し
て

い
な
い
3
％
で
、
診
療
所
は
①

電
話
39
％
②
何
も
し
て
い
な
い

29
％
③
郵
便
22
％
④
訪
問
5
％

⑤
内
容
証
明
付
郵
便
2
％
。

　
保
険
者
徴
収
の
前
提
と
な
る

善
管
注
意
義
務
に
つ
い
て
は
、

病
院
で
も
「
実
践
」
が
6
％
に

止
ま
り
、「
知
ら
な
か
っ
た
」

も
22
％
あ
っ
た
。
知
っ
て
い
て

も
、「
や
ろ
う
と
思
う
が
で
き

な
い
」
44
％
、「
手
間
が
か
か

る
の
で
や
ら
な
い
」
16
％
、

「
風
評
が
気
に
な
り
や
ら
な
い
」

3
％
で
あ
っ
た
。

　

診
療
所
で
は
、「
知
ら
な

か
っ
た
」
が
52
％
、「
手
間
が

か
か
る
か
ら
や
ら
な
い
」「
や

ろ
う
と
思
う
が
で
き
な
い
」
が

そ
れ
ぞ
れ
8
％
、「
風
評
が
気

に
な
り
や
ら
な
い
」
6
％
、

「
実
践
」
は
3
％
あ
っ
た
。

　
未
収
金
問
題
の
解
決
に
望
む

こ
と
は
、「
保
険
者
の
責
任
で

被
保
険
者
か
ら
徴
収
し
医
療
機

関
に
支
払
う
運
用
」（
病
66

％
、
診
34
％
）、「
自
己
負
担
割

合
の
引
き
下
げ
」（
病
22
％
、

診
13
％
）、「
特
に
な
し
」（
病

9
％
、
診
29
％
）
と
病
院
と
診

療
所
で
差
が
表
れ
た
。

未
収
金
問
題
の
解
決
に

向
け
て

　
健
保
法
と
国
保
法
は
一
部
負

担
金
の
未
収
金
徴
収
に
つ
い

て
、
善
良
な
管
理
者
と
同
一
の

注
意
を
果
た
し
た
上
で
医
療
機

関
が
請
求
す
れ
ば
、
保
険
者
が

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規

定
し
て
い
る
。
し
か
し
具
体
的

に
は
、
一
部
負
担
金
を
支
払
う

べ
き
こ
と
を
告
げ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
に
請
求
行
動
を
具

体
的
に
起
こ
す
こ
と
、
書
面
に

よ
る
請
求
方
式
を
採
用
し
、
内

容
証
明
付
支
払
催
告
状
の
送
付

を
行
う
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
る

上
に
、
そ
の
対
象
に
つ
い
て
も

金
額
が
60
万
円
を
超
え
、
保
険

料
滞
納
処
分
を
実
施
す
る
状
態

に
あ
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
結
果
も
そ
れ
を
裏
付
け
た
。

　
協
会
は
引
き
続
き
、
保
険
者

徴
収
を
実
際
に
活
用
で
き
る
制

度
に
し
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
と
と
も
に
、
未
収
金
回

収
に
役
立
つ
法
的
手
続
に
つ
い

て
も
周
知
し
て
い
く
。 

（
詳
細
は
メ
デ
ィ
ペ
ー
パ
ー
9
月

号
に
掲
載
、
6
面
に
関
連
）
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が
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）

　協会会員の皆様が少しでもお安く医薬品等を購入いただけるよう、
大阪府保険医協同組合との事業提携を行い、共同購入の利用を開始し
ます。利用の条件は、京都府保険医協会会員であることのみで、他の
費用負担は一切ありません。
■ 利用方法などは、大阪府保険医協同組合の共同購入サイト（http://
e-mdc.jp/kyodo/）をご覧下さい。

　① オンライン購入をご希望の場合は、☎06－6568－2741までご連絡下
さい。利用資格を確認の上、サイト利用のためのＩＤ・パスワー
ドをFAXにてお報せさせていただきます。

　② ＦＡＸでのご注文は、FAX0120－02－9381で承ります。
　　専用の注文書をご利用下さい。
■ お支払は、大阪府保険医協同組合発行の請求書（毎月20日締めで送
付）により、ご利用の翌月に京都府保険医協会がご指定の口座から
自動引き落としさせていただきます。（引き落としは京都銀行26日、
それ以外は27日。但し、初回利用時のみはお振込み）

■ ９月25日発行のメディペーパー京都に「共同購入案内」カタログの
10月号（まつり特集号）と注文書を同封しますので、ご覧下さい。

■詳しいお問い合わせは、☎075－212－8877（協会事務局）にて承ります。

医薬品・医療材料の共同購入を開始！
会
員
限
定　
　
　
　
　
　

10
月
１
日
か
ら



　
市
民
意
見
募
集
に
対
し
て

は
、
垣
田
理
事
長
が
8
月
23
日

に
意
見
（
左
掲
）
を
送
付
し
、

①
京
都
市
は
、基
本
方
針
（
案
）

に
示
さ
れ
た
京
都
市
身
体
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
市
リ
ハ
セ
ン
）「
附
属
病

院
の
廃
止
」
方
針
を
撤
回
す
る

こ
と
、
②
京
都
市
は
、
私
た
ち

の
指
摘
し
続
け
て
い
る
、
附
属

病
院
廃
止
に
伴
う
懸
念
事
項
に

つ
い
て
の
解
決
策
を
早
急
に
示

す
こ
と
を
求
め
た
。

　
京
都
市
は
、
京
都
市
身
体
障

害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
附
属
病
院
廃
止
を
盛
り

込
ん
だ
「
京
都
市
に
お
け
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
行
政
の
基

本
方
針（
案
）」を
7
月
に
公
表
、

市
民
意
見
募
集
を
実
施
し
た
。

市
は
意
見
募
集
に
先
立
ち
、
7

月
24
日
に
京
都
市
会
教
育
福
祉

委
員
会
に
方
針
（
案
）
意
見
募

集
開
始
を
説
明
。
協
会
は
前
日

23
日
に
市
会
全
会
派
に
「
緊
急

パ
ブ
コ
メ
に
方
針
撤
回
求
め
る
意
見
送
付

市
役
所
前
で
附
属
病
院
廃
止
撤
回
を
訴
え

会
員
署
名
と
病
院
署
名
を
市
に
提
出

　京都市民の医療を預かる専門職の団体として、「京都市におけるリ
ハビリテーション行政の基本方針（案）」について意見を述べます。
　基本方針（案）を読んだ上で、あらためて私たちが求めるのは次の
点です。
一、 京都市は、基本方針（案）に示された京都市身体障害者リハビリ

テーションセンター（市リハセン）「附属病院の廃止」方針を撤回
すること

二、 京都市は、私たちの指摘し続けている、附属病院廃止に伴う懸念
事項についての、解決策を早急に示すこと

　①　 現在入院されている患者はもちろん、将来にわたり、行き場を
なくす患者の受け皿を誰が担うのか

　②　 医療機能の拠点を失くして、障害種別を超えた相談窓口や、高
次脳機能障害者のための障害福祉サービス、人材育成等の機能
を具体的にどうやって担うつもりなのか

　市がリハビリテーション黎明期の1978年６月に市リハセンを開設し
たことは画期的でした。
　開設に向け、４千万円を超える市民の寄付、市内企業からも３億円
を超える「空前の募金」があったとお聞きしています。市リハセン
は、市民の願いや期待が込められた宝物です。
　附属病院をなぜ廃止せねばならないのか、方針（案）を読んでも全
然理解できません。方針（案）は「新たなセンターへの再編成」を打
ち出して、総合相談窓口の設置（そこで医学的専門相談機能の充実も
謳っている）や、高次脳機能障害に特化した支援の充実や人材育成策
の強化等、市民ニーズに応える考えが盛り込まれています。しかしそ
のことと附属病院廃止は何の関係があるのですか？　医療機能拠点を
なくして、そのようなことができるはずはありません。
　確かに昨今、京都市でも回復期病棟を持つ民間病院が増加しまし
た。方針（案）にも「多くの方が民間病院でのリハビリ終了後、在宅
に移行できるようになった」とあります。しかし、今日、市リハセン
附属病院に回復期を過ぎてなお、リハビリを必要とする患者さんたち
が多数転院していることも事実です。診療報酬上の日数制限は、たか
だか制度上の問題にすぎず、個別の患者さんの状態は制度の枠組みに
あわせて推移するわけではありません。大切なのは必要なリハビリの
確実な保障であり、国の制度がそれを実現できないなら、その保障は
地方自治体の当然の役割です。対象がたとえ少数であっても、その役
割の無視・軽視は棄民政策のそしりを免れません。ましてやそこに
「京プラン」に示されたような「財政リストラ」の意図があるとすれ
ば、論外です。
　さて、私たちはこれまでに同様の趣旨で、幾度も意見表明してきま
した。京都市はまじめに市民の意見を検討するつもりがあるのです
か？　今回の方針（案）のベースである京都市社会福祉審議会答申
も、とりまとめを委ねられた分科会・審議会の席上、複数の委員が専
門的な立場から指摘したことを、ほとんど無視して取りまとめられた
ものです。そもそも、分科会委員にはリハセンの患者さんなど直接の
当事者さえ皆無でした。
　京都市が真面目に、市民のリハビリ保障拡充に向けた施策を検討し
ているのなら、到底提案できないはずの内容が、今回の基本方針（案）
には盛り込まれています。もう一度、地方自治体の役割、公務に携わ
る者の役割の原点に立って、再検討されることを望みます。 

 2013年８月23日　京都府保険医協会　理事長　垣田 さち子

　
事
態
の
切
迫
に
あ
わ
せ
、
協

会
が
よ
び
か
け
、
他
の
専
門
職

団
体
や
市
リ
ハ
セ
ン
職
員
と
共

に
結
成
し
た
「
京
都
の
リ
ハ
ビ

リ
を
考
え
る
会
」
も
活
動
を
活

発
化
し
、
8
月
22
日
、
29
日
に

は
京
都
市
役
所
前
で
独
自
の
宣

伝
物
を
配
布
。
市
職
員
・
市
幹

部
ら
に
対
し
、
附
属
病
院
廃
止

を
撤
回
す
る
よ
う
訴
え
た
。

　
8
月
30
日
に
は
、
京
都
市
・

障
害
保
健
福
祉
推
進
室
に
会
員

署
名
2
1
0
人
分
、
病
院
署
名

19
病
院
分
を
提
出
し
、
当
局
に

対
し
直
接
要
請
し
た
。

　
要
請
に
は
、
垣
田
理
事
長
、

渡
邉
副
理
事
長
が
出
向
い
た
。

京
都
市
か
ら
は
、
障
害
保
健
福

祉
推
進
室
か
ら
安
部
康
則
室

長
、
垣
岡
正
英
施
設
福
祉
課

京都市におけるリハビリテーション行政の
基本方針 （案） への意見

改
正
案
提
案
へ
事
態
が
推
移
し

て
い
く
。
協
会
は
京
都
の
リ
ハ

ビ
リ
を
考
え
る
会
の
一
員
と
し

て
、
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
の

廃
止
撤
回
を
求
め
つ
つ
、
将
来

の
市
リ
ハ
セ
ン
の
在
り
方
を
現

場
か
ら
提
言
す
る
活
動
を
追
求

す
る
。
同
時
に
、
市
会
へ
議
案

が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
見
据

え
た
、
議
会
対
応
に
も
力
を
注

い
で
い
く
。

京
都
市
の
リ
ハ
行
政
の
発
展
め
ざ
し

 
関
係
者
と
手
を
つ
な
ぎ
訴
え

長
、
蓑
輪
智
也
担
当
係
長
、
京

都
市
リ
ハ
セ
ン
の
中
田
景
子
管

理
課
担
当
課
長
が
対
応
し
た
。

署
名
提
出
を
受
け
、
市
側
は
決

し
て
機
能
縮
小
を
め
ざ
す
も
の

で
な
く
、
限
ら
れ
た
人
員
・
予

算
の
中
で
、
公
と
し
て
の
セ
ン

タ
ー
が
拠
点
と
し
て
あ
り
続
け

る
た
め
の
提
案
と
説
明
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
精
査
し
、

今
後
、
正
式
方
針
に
し
て
い
く

と
説
明
し
た
。
協
会
は
、

リ
ハ
セ
ン
の
病
床
が
な
く

な
れ
ば
、
行
き
場
の
な
い

患
者
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も

発
生
し
続
け
る
。
市
が
高

次
脳
機
能
障
害
の
支
援
等

を
強
化
す
る
こ
と
を
私
た

ち
は
否
定
し
な
い
。
し
か

し
、
そ
の
た
め
に
も
病
院

機
能
が
絶
対
に
必
要
だ
と

要
請
し
、
方
針
の
再
考
を

強
く
求
め
た
。

　
今
後
、
現
状
の
ま
ま
で

は
、
基
本
方
針
の
正
式
策

定
を
経
て
議
会
へ
の
条
例

の
お
願
い
」
を

届
け
、
基
本
方

針
（
案
）
に
先

立
ち
京
都
市
社

会
福
祉
審
議
会

が
ま
と
め
た
答

申
が
、
審
議
会

委
員
の
意
見
を

踏
ま
え
た
と
言

え
な
い
も
の
だ

と
伝
え
、
医
療

者
・
当
事
者
の

意
見
に
耳
を
傾

け
て
こ
の
問
題

に
望
む
よ
う
強

く
要
請
し
た
。

附属病院廃止の撤回を

市
担
当
者
に
署
名
を
手
渡
す

垣
田
理
事
長
と
渡
邉
副
理
事
長

市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
廃
止
撤
回
を
訴
え
る
渡
邉
副
理
事
長（
上
）、

市
役
所
前
で
チ
ラ
シ
を
配
布（
下
）

現在ご加入の年金を一部あるいは全部解約し、新たに加入申込みされる場合は10月10日（木）
までに解約書類を協会事務局までご提出下さい。保険医年金に関するお問い合わせは、京都府保
険医協会・経営部会まで。

ご注意
下さい！ 受託会社　 三井生命（幹事）・明治安田生命・富国生命・ソニー生命・

日本生命・太陽生命・第一生命

※ 手数料との関係で1.259％の利率が続くと仮定して、新たにご加入される月払については４年以上、
一時払で２年以上の長期にわたって積立されることをお勧めします。詳しくは、８月末発送の年金パ
ンフレットをご覧下さい。
◎ 普及担当の生保営業員がご説明に伺った際には、ご面談下さいますようお願いいたします。電話・訪
問等が重なる場合がございますが、ご容赦下さい。

ただいま
加入受付中

! 保険医年金
▶▶▶この機会にぜひご加入下さい！

加入申込期間 ～10月25日（金）まで
 2014年１月１日付加入です
2012年度実績 1.390％⬆ （2011年度実績 1.308％）
 【予定利率 1.259％（2013年 9 月 1 日現在）、2012年度配当率 0.131％】

■ 月　 払（満74歳以下の会員）

■ 一 時 払（満79歳以下の会員で月払に加入している方）
１口１万円　30口限度（30万円）

１口50万円　毎回40口（2,000万円）

お申込はお早めに

2 0 1 3 年 (平成 2 5 年) 9 月 2 0 日第 2 8 6 9 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



　2010年４月診療報酬改定で、入院中の患者の他医療
機関受診の取扱いについて規制が強化された。受診の
理由に関わらず入院料は減算、外来側も算定制限が課
せられ、算定できない内容については合議精算させら
れるといった取り扱いが行われている。2012年４月診
療報酬改定で精神病床等の取り扱いが一部変更された
ものの、診療に要した費用が一部支払われないという
異常な制度は、根本的に改善されていない。そこで今
回、協会は、眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科（皮膚泌尿器科
含む）・精神科（神経科・心療内科含む）の標榜のない
病院を対象に、「他科受診が必要な入院患者への対応
に関するアンケート調査」を実施した（結果は下掲）。
　入院中の患者の他医療機関受診は、入院料の減算や
外来での算定制限を設けることで、厳しく規制されて
いるが、調査結果からは、全診療科を標榜するなど
し、すべての疾患に対応できなければ、他医療機関の
医師による診療を必要とする患者が必ず発生すること
がはっきり打ち出された。また、実際に他医療機関で

受診を行った診療科は、眼科をはじめ多様な診療科に
わたっている。
　入院医療機関で診ることのできない疾病について
は、厚生労働省が原則としている「転院」という手続
きではなく、算定上の規制があるにもかかわらず、他
医療機関受診という対応方法が最も多く用いられてい
ることも明らかとなった。これは、検査機器等の充実
や、元々かかっていた医師に受診すること等で、的確
な診断・治療が行えるからと考えられた。
　一方、入院中は点数表による規制があることを知ら
ない患者や家族による他医療機関受診が入院医療機関
に伝えられず多数発生している他、本来なら他医療機
関受診をさせたかったが、入院料減算を考えて受診さ
せることができなかった事例や他医療機関受診が必要
となると考えられる患者の新規入院を断った事例が発
生していることがわかった。入院中の他医療機関受診
の規制により、患者が必要な受診機会を奪われている
ことが明らかとなった。

　この規制は、診療報酬点数を検討する厚生労働大臣
の諮問機関「中央社会保険医療協議会」で大した議論
が行われることもなく、官僚の専権事項として導入さ
れたものである。このような経済的な規制が導入され
たにもかかわらず、医療機関は患者の治療を優先させ
るために、できる限り他医療機関受診を行わせてい
る。しかし非常に残念ながら、他医療機関受診を行わ
せたかったができなかった事例、新規入院を断った事
例が発生したのは、厳しい病院経営の中、経済的な規
制に屈っせざるを得なかったためである。言うなれ
ば、官僚の専権事項として導入された入院中の他医療
機関受診の規制により、患者が適切に受診をする機会
が奪われた事例である。
　１病院では必ずしも診療が完結しないという現状を
受け止め、患者の受診する機会を奪い、療養に直接悪
影響を及ぼすと考えられる、入院中の他医療機関受診
に係る規制は、診療報酬点数表からなくすべきである
ことを、協会は厚生労働省等に引き続き訴えていく。

１．自院で診療が完結しない患者は必ず発生する
　自院の医師だけでは診療が完結しない入院患者が発生し
たことはあるかを尋ねたところ、すべての病院が「ある」
と回答した（図１）。全診療科を開設しない限り、自院の
みでは診療が完結しない患者が必ず発生し得ると考えられ
るが、その通りの結果が出た。

　今回調査の対象としたのは、眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科
（皮膚泌尿器科含む）・精神科（神経科・心療内科含む）の
標榜のない病院であり、148病院であるが、これは京都府
内の全病院（173病院）の実に86％に当たる。これら主要
な４科のみをとらえても、標榜できていない病院は数多く
存在する。

２．最も多い対応は「他医療機関受診」

　次に、自院で診療が完結しない入院患者が発生した場合
の対応で、最も多い方法を尋ねた。「他医療機関を受診し
てもらう」との回答が圧倒的に多く、59病院（87％）に
上った。続いて「転院させる」で７病院（10％）という結

果だった（図２）。
　厚生労働省が診療報酬点数表上「原則」としているのは
「転院」である。しかし、希望すればいつでもどこでも入
院できるという状況ではない。現在入院が必要な疾病と、
自院で診療が完結しない疾病と双方の診療ができ、かつ入
院受け入れが可能な他の病院を探すことは容易ではない。
探すことに時間を要し、病状を悪化させるわけにはいかな
い。

３．「眼科」を筆頭に多様な科を他医療機関受診
　次に、他医療機関受診を行った診療科を尋ねた（複数回
答）。最も多かったのは「眼科」で、38病院（64％）で
あった。精神科28病院（47％）、泌尿器科27病院（46％）、
耳鼻咽喉科と婦人科それぞれ25病院（42％）と続いた（図
３）。

　他医療機関受診を行った診療科が複数の科にわたってい
ることがわかる。これらの診療科を１科でも標榜できてい
ないと、他医療機関受診等が必要な患者が発生し得るとい
うことである。

４．的確な診療をするには「他医療機関受診」

　次に、自院で診療が完結しない患者が発生した場合、な
ぜ「対診」や「転院」でなく「他医療機関受診」を選択す
るのか、その理由を尋ねた（複数回答）。「検査機器がそ
ろっているなど、的確に診察してもらいやすい」が最も多
く、40病院（68％）で、「元々かかっていた医師に診ても
らう方が、患者にとってよい」が26病院（44％）と続いた

（図４）。

　「対診」を行う際、すべての検査機器等を持参できるわ
けではない。的確な診療を行うためには「他医療機関受
診」による方が合理的と考えられる。また、元々かかって
いた医師であれば、病態把握も容易であり、効率的に専門
外の診療を受けることができると考えられる。
　「その他」では、専門医に診てもらうため、専門外、専
門医への相談といった主旨の回答が最も多かったが、中に
は「手術対応ができないため」といった切迫した理由も見
られた。

５．患者の受診機会が奪われている実態が明らかに
　次に、他医療機関受診が点数表上制限されていること
で、実際発生した事例について尋ねた。最も多かったの
は、いわゆる「勝手受診」、「患者又は家族が、独自の判断
で受診してしまった」との回答で、37病院（54％）だった

（図５）。入院中の他医療機関受診の手順を踏まずに受診し
たことになり、診療報酬点数表の規定から逸脱した行為で
ある。しかし、患者や家族が、このような点数表の手順を
理解しているとは到底考えられず、制度の不備を露呈して
いると言わざるを得ない。

　最も特筆すべきは、実際に患者の受診機会が奪われてい
るという趣旨の回答があったことである。「他医療機関受
診をさせたかったが、入院料減算を考えて、受診させるこ
とができなかった」との回答が15病院（22％）。「他医療機
関受診が必要となると考えられる患者の、新規入院を断ら
ざるを得なかった」との回答も13病院（19％）あった。入
院料減算がなければ必要な療養を受けられていたはずが、
入院中の他医療機関受診規制により、受診機会を奪われた
事例が多数発生している現実が明らかとなった。

６．入院料減算や制度の仕組み改善を求める意見等多数
　また「他医療機関受診に対する規制」について、自由意
見を求めたところ、入院料の減算や、制度仕組み等を批判
する意見、患者の受診抑制・受入制限につながる等を危惧
する意見、合議精算の問題を指摘する意見、標榜科や治療
の限界を指摘する意見、患者・家族等による受診に関する
意見等、多数寄せられた。

　京都府保険医協会では、診療報酬改善に要求に向けて、₄つのアンケート調査を京都府内で実施した。本号より ₄号連続で紹介。これらアンケート
調査結果から問題点を導き出し、厚生労働大臣や中央社会保険医療協議会委員らに向けて改善を求めていく。

診療報酬改善要求に向けた連続アンケート調査企画

規制で患者の受診機会が奪われる実態が明らかに
やはり「他医療機関受診」 が合理的 ― 他科受診に係るアンケート調査結果

第一弾

［アンケート実施方法等］
・実施期間：2013年 7 月17日～ 8 月14日
・対　　象： 京都府内の眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科（皮膚泌

尿器科含む）・精神科（神経科・心療内科含む）
の標榜のない病院（148病院)

・回　　答：68病院(回収率：46％)
・目　　的： 入院患者の他医療機関受診の必要性と現状を明

らかにする
・方　　法： 質問票によるアンケート調査(質問票を郵送に

よりを送付し、郵送又はファックスにて回収)

他科受診が必要な入院患者への対応に
関するアンケート調査結果

ある 68（100%）
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図１　自院で完結しない入院患者の発生

図 2　ある場合で最も多い対応方法

図 3　他医療機関の何科に受診したか （複数回答）

図 5　他医療機関受診制限で発生した事例 （複数回答）

図 4　他医療機関受診を選択した理由 （複数回答）
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2
0
1
3
年
5
月
ご
ろ
よ
り

流
行
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
風
し

ん
に
つ
い
て
、
府
が
6
月
補
正

予
算
で
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
対
策
事
業
費
を
計
上
し
、

議
会
で
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
協
会
は
風
し
ん
予
防
接

種
に
対
す
る
公
費
助
成
の
取
り

扱
い
を
確
認
す
べ
く
府
内
全
自

治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
全
26
自

治
体
に
協
力
い
た
だ
き
、
回
答

率
1
0
0
％
。

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
に
対
す

る
公
費
助
成
は
全
自
治
体
が
実

施
（
図
1
）。
接
種
費
用
の
一

部
、
ま
た
は
全
額
を
助
成
し
て

い
る
。
京
都
市
は
麻
し
ん
・
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
）
を
対
象
ワ
ク
チ
ン
と

し
、
そ
の
他
の
全
自
治
体
が
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
、
風
し
ん
単
独
ワ

ク
チ
ン
を
対
象
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
い
る
。ま
た
、全
自
治
体
が
、

府
が
示
し
て
い
る
満
19
歳
以
上

の
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
、
お

よ
び
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配

偶
者
を
基
本
の
対
象
者
と
し
て

い
る
。

　
京
都
市
は
協
力
医
療
機
関
へ

の
予
約
方
式
で
予
防
接
種
を
実

施
し
て
お
り
、
公
費
助
成
を
現

物
給
付
。
井
手
町
は
、
府
の
補

助
対
象
外
金
額
を
町
が
全
額
負

担
し
、
患
者
負
担
な
し
で
予
防

接
種
を
実
施
し
て
い
る
。

　
な
お
、
風
し
ん
患
者
数
が
全

国
で
2
番
目
に
多
く
な
っ
て
い

る
大
阪
で
は
、
富
田
林
医
師
会

が
19
〜
49
歳
ま
で
の
富
田
林
市

お
よ
び
周
辺
3
町
村
に
住
民
票

の
あ
る
住
民
を
対
象
に
、
平
日

夜
間
と
休
日
に
無
料
で
の
ワ
ク

チ
ン
集
団
接
種
を
行
っ
た
。
こ

の
集
団
接
種
は
6
月
2
日
か
ら

27
日
ま
で
で
す
で
に
終
了
し
て

い
る
が
、
7
月
1
日
か
ら
9
月

末
日
ま
で
は
協
力
医
療
機
関
で

患
者
負
担
な
し
の
個
別
接
種
を

継
続
し
て
い
る
。

　
ま
た
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
協
会
が
2
0
1
1
年
9
月

よ
り
公
費
助
成
を
要
請
し
て
い

る
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
も
、現
況
を
尋
ね
た
。

　
今
回
、
公
費
助
成
を
行
っ
て

い
る
と
回
答
し
た
自
治
体
は
、

京
都
市
・
八
幡
市
・
京
田
辺

市
・
宇
治
田
原
町
・
和
束
町
の

5
自
治
体
と
な
っ
た
（
図
2
）。

地
域
間
格
差
解
消
の
た
め
に
も

定
期
接
種
と
な
る
よ
う
国
に
要

請
し
て
い
く
と
と
も
に
、
定
期

接
種
化
さ
れ
る
ま
で
の
公
費
助

成
に
つ
い
て
は
、
未
実
施
の
各

自
治
体
に
実
施
を
求
め
て
い
き

た
い
。

 

（
詳
細
は
メ
デ
ィ
ペ
ー
パ
ー
9

月
号
に
掲
載
予
定
）

市町村名 住民１人あたりの助成金額
京 都 市 MRワクチン7,000円

福 知 山 市 接種費用の３分の２（上限金額：MRワクチン6,400
円、風しん単独ワクチン4,200円、円未満切り捨て）

舞 鶴 市 MRワクチン6,370円、風しん単独ワクチン4,080円（た
だし接種費用が助成金額を下回る場合は低い方の金額）

綾 部 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２

宇 治 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２（100円
未満は切り捨て）

宮 津 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２

亀 岡 市 MRワクチン6,400円、風しん単独ワクチン4,000円（た
だし接種費用が助成金額を下回る場合は低い方の金額）

城 陽 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２（上限なし）

向 日 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２相当額
（上限設定なし）

長 岡 京 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用３分の２
八 幡 市 MRワクチン7,000円、風しん単独ワクチン4,500円

京 田 辺 市 MR、風しん単独ワクチン自己負担額の３分の２（上
限7,000円）※100円未満の端数は切り捨て

京 丹 後 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２以内

南 丹 市 MR6,000円、風しん4,000円（ただし接種費用が助成金
額を下回る場合は低い方の金額）

木 津 川 市 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２（100円
未満の端数は切り捨て）

大 山 崎 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２

久 御 山 町 MR、風しん単独ワクチン予防接種費用の３分の２を
助成

井 手 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の全額（府補助対
象外の自己負担３分の１は町が独自に助成）

宇治田原町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２（上限なし）

笠 置 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２（100円
未満の端数は切り捨て）

和 束 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２

精 華 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２（100円
未満の端数は切り捨て）

南 山 城 村 MR、風しん単独ワクチン予防接種費用の３分の２を
助成（100円未満は切り捨て）

京 丹 波 町 MRワクチン上限6,000円、風しん単独ワクチン上限
4,000円

伊 根 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２
与 謝 野 町 MR、風しん単独ワクチン接種費用の３分の２

図１：各自治体の助成金額一覧
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5
自
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体
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と
ど
ま
る

図 2 ：成人用肺炎球菌ワクチン接種実施状況
奥様向けセミナー

「ここが怖いよ! 準備で決まる!! 税務調査」

日　時 10月10日 （木）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 座間 昭男 氏
 （税理士法人日本経営 資産税事業部部長、税理士）

　
談
話
で
は
、
7
月
28
日
に
開

催
さ
れ
た
協
会
の
第
66
回
定
期

総
会
決
議
の
1
項
目
で
あ
る
、

「
医
療
者
は
、
地
球
環
境
を
守

り
、
戦
争
を
し
な
い
平
和
な
日

本
の
担
い
手
に
な
ろ
う
」
に
触

人
々
の
健
康
守
る
こ
と
が

医
療
者
に
託
さ
れ
た
使
命

害
は
近
隣
諸
国
に
も
及
ん
で
い

る
。
つ
ま
り
、「
戦
争
」
や
「
核

兵
器
」
は
「
健
康
」
と
は
対
極

に
あ
り
、
私
た
ち
医
療
者
に
託

さ
れ
た
使
命
は
、「
人
々
の
健

康
を
守
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
、

核
兵
器
の
廃
絶
、
そ
し
て
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
を
め
ざ

し
、
人
々
と
と
も
に
進
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

い
る
。

れ
、
医
療
者
に
託
さ
れ
た
使
命

に
言
及
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
68
年
が
経
過
し
て
い
る
現

在
も
、被
ば
く
に
よ
る「
健
康
」

被
害
で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
お

り
、
戦
争
に
よ
る
「
健
康
」
被

戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会
こ
そ

立
憲
主
義
、 民
主
主
義
を
堅
持
せ
よ
！

　
協
会
は
、
8
月
22
日
に
談
話
「
68
年
目
の
夏
を

迎
え
て
・
医
療
者
は
、
地
球
環
境
を
守
り
、
戦
争

を
し
な
い
平
和
な
日
本
の
担
い
手
に
な
ろ
う
」
を

発
表
。
次
い
で
、
23
日
に
は
、
安
倍
晋
三
首
相
に

対
し
、「
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
を
無
視
し
た
政

治
姿
勢
に
断
固
と
し
て
抗
議
す
る
」
を
渡
邉
賢
治

副
理
事
長
名
で
提
出
し
た
。

　
政
府
が
8
月
8
日
の
閣
議

で
、「
政
府
の
憲
法
解
釈
の
番

人
」
と
も
呼
ば
れ
る
内
閣
法
制

局
長
官
人
事
に
あ
た
っ
て
、
小

松
一
郎
駐
仏
大
使
を
充
て
る
と

決
定
し
た
こ
と
が
、
憲
法
9
条

の
憲
法
解
釈
の
変
更
で
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
実
現
さ
せ
る

市町村 対象者 助成金額 助成方法

京 都 市

75歳以上で心臓・腎臓・呼
吸器・ぼうこうまたは、直
腸・小腸・肝臓の機能障害、
免疫機能障害による身体障害
者手帳の交付を受けている方
（ただし過去５年以内に成人
用肺炎球菌予防接種を受けた
人を除く）

4,079円
（自己負担4,000円） 現物給付

八 幡 市

満70歳以上の八幡市民（接種
日当日）、ただし肺炎球菌ワ
クチンを５年以内に接種した
もの、健康保険の適用を除く

4,000円

市内協力医療機関は
現物給付。市内協力
医療機関以外は償還
払い

京田辺市 市に住民登録のある70歳以
上の方 4,000円

市内協力医療機関は
現物給付。市外医療
機関は償還払い

宇治田原町 本町に住所を有する人で、接
種日現在で70歳以上の人

接種費用の２分の１
（上限4,000円） 償還払い

和 束 町 70歳以上の町民 4,000円 償還払い

日　時 10月20日 （日）午後２時～４時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
●第１部　講 演
「福島甲状腺がん多発を受けて健康被害の現状を
明らかに！100mSv閾値説の撤回を求めて！
健康相談会 ― 避難者を支えて！」
　講　師　医療問題研究会　高松 勇 氏
●第２部　避難者団体との交流
　発言者　 避難者と支援者を結ぶ京都ネットワーク
 　「みんなの手」代表　　 　西山 祐子 氏
 　内部被曝から子どもたちを守る会・関西代表
 　　　　　　　　　　　　　中村　純 氏
 　京都・市民放射能測定所　齋藤 夕香 氏

日　時 10月27日 （日）午後２時～５時
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容
　①開業後一日も早く軌道にのせるために
　　ー事前準備のポイントー
 廣井増生税理士事務所所長　廣井 増生 氏
　②先輩開業医からのアドバイス
　③ 地区医師会への入会手続き、
保険医協会の共済制度について

参加費 会員：無料、非会員：2,000円
共　催 有限会社アミス

　2013年１月から国税通則法が改正され、税務調査の事前通
知を納税者に対して行うことが義務付けられました。そのた
め、医療機関に直接、税務署から電話がかかってくるように
なりました。その際、あわてずに対応したいものです。
　国税通則法改正で税務調査がどのように変わるのか、ま
た、準備不足や不用意な調査時の受け答えで経費否認される
ことがないよう、資料には掲載できない裏話をたっぷりとお
話しします。多数のご参加をお待ちしています。

保団連近畿ブロック学習交流会
新規開業予定者のための講習会

日　時 10月27日 （日）
 午後１時45分～４時15分
 （午後１時30分開場）
 ※閉会後、パレード出発
場　所 ウィングス京都２Ｆイベントホール
記念講演
介護保険の現状の課題と問題点、
今後の方向性

講　師 結城 康博 氏
  淑徳大学教授・社会保障
  審議会介護保険部会委員
主　催 京都介護ウェーブ2013実行委員会

介護の制度をみんなで良くしていこう!開業に必要な情報が盛りだくさんの講習会です!!

（ ）

京都介護ウェーブ2013

定員
60人

定員
30人

要申込

要申込

布
石
で
あ
る
と
一
般
報
道
機
関

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
内
閣
総
理
大
臣
の
下
に
設

置
（
2
0
0
7
年
4
月
17
日
）

さ
れ
た
「
安
全
保
障
の
法
的
基

盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談

会
」
が
9
月
に
議
論
を
再
開

し
、
秋
ま
で
に
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
提
言
を
ま
と
め
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　
我
々
は
、
憲
法
の
解
釈
変
更

に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
な

ら
び
に
、
立
憲
主
義
、
民
主
主

義
を
無
視
し
た
解
釈
だ
け
で
恣

意
的
に
憲
法
を
変
え
て
い
く
手

法
と
そ
の
政
治
姿
勢
に
断
固
と

し
て
抗
議
す
る
と
し
て
、
安
倍

首
相
に
文
書
を
送
付
し
た
。

総会決議をふまえ談話
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Ｑ
、
同
時
に
2
つ
の
診
療
科

を
受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
で
処
方
せ
ん
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合

身
体
拘
束
は
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る
か
？

　
80
歳
女
Ｘ
は
、
2
0
0
3
年

10
月
7
日
、
腰
痛
で
歩
行
困
難

を
訴
え
、
変
形
性
脊
椎
症
、
腎

不
全
、
狭
心
症
な
ど
と
診
断
さ

れ
Ｙ
病
院
外
科
に
入
院
し
た
。

看
護
計
画
で
は
、
腰
痛
時
は
無

理
に
ト
イ
レ
に
行
か
ず
昼
リ
ハ

ビ
リ
パ
ン
ツ
・
夜
オ
ム
ツ
着
用

と
さ
れ
た
が
、
徐
々
に
軽
快
し

て
ベ
ッ
ド
か
ら
車
い
す
に
移
乗

し
て
ト
イ
レ
に
行
け
、
手
す
り

で
つ
か
ま
り
立
ち
で
き
た
。
10

月
22
日
か
ら
、
夜
間
、
大
き
な

声
で
意
味
不
明
な
こ
と
を
言
い

ゴ
ミ
箱
に
触
れ
て
落
ち
着
か
ぬ

様
子
を
見
せ
、
ト
イ
レ
で
急
に

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
し
、
汚
れ
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
便
器
に
入
れ
ず

目
の
前
に
捨
て
る
な
ど
せ
ん
妄

の
症
状
が
み
ら
れ
た
。
11
月
15

日
午
後
9
時
入
眠
剤
リ
ー
ゼ
®

を
服
用
し
た
が
、
消
灯
後
も
頻

繁
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
繰
り
返

し
、
お
む
つ
を
替
え
て
も
ら
い

た
い
と
要
求
し
た
。
看
護
師
ら

は
、
オ
ム
ツ
を
確
認
し
て
汚
れ

て
い
な
い
と
き
は
そ
の
旨
を
説

明
し
、
オ
ム
ツ
に
触
れ
さ
せ
る

な
ど
し
た
が
、
Ｘ
は
納
得
し
な

か
っ
た
た
め
、
汚
れ
て
い
な
く

て
も
そ
の
都
度
オ
ム
ツ
を
交
換

す
る
な
ど
し
て
Ｘ
を
落
ち
着
か

せ
よ
う
と
努
め
た
。
10
時
過
ぎ

車
い
す
を
足
で
こ
ぎ
詰
所
を
訪

れ
大
声
で
「
オ
ム
ツ
み
て
」
な

ど
と
訴
え
、
看
護
師
は
病
室
に

連
れ
戻
し
オ
ム
ツ
を
替
え
入
眠

を
促
し
た
が
、
Ｘ
は
何
回
も
繰

り
返
し
、
翌
16
日
午
前
1
時
頃

も
車
い
す
で
詰
所
を
訪
れ
、
車

い
す
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と

し
、「
お
し
っ
こ
で
ビ
タ
ビ
タ

や
」「
私
ぼ
け
と
ら
へ
ん
で
」

な
ど
大
声
を
あ
げ
た
。
そ
こ

で
、
詰
所
に
近
い
個
室
に
移
動

さ
せ
、
声
を
か
け
た
り
お
茶
を

飲
ま
せ
た
り
し
て
落
ち
着
か
せ

よ
う
と
し
た
が
、
興
奮
状
態
が

続
き
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が

ろ
う
と
す
る
動
作
を
繰
り
返
し

た
の
で
、
ミ
ト
ン
を
両
手
に
は

め
ベ
ッ
ド
の
柵
に
く
く
り
つ
け

た
。
Ｘ
は
口
で
ミ
ト
ン
の
ひ
も

を
か
じ
っ
て
片
方
は
ず
し
、
右

手
首
皮
下
出
血
及
び
下
唇
擦
過

傷
が
生
じ
た
が
、
午
前
3
時
頃

入
眠
し
て
お
り
、
看
護
師
は
左

側
も
外
し
た
。
同
月
4
日
に
は

同
様
に
要
求
し
て
一
人
で
ト
イ

レ
に
行
っ
て
帰
り
に
車
椅
子
を

押
し
歩
い
て
転
倒
し
た
り
、
4

カ
月
前
は
他
院
に
て
入
眠
剤
服

用
中
ト
イ
レ
で
転
倒
し
て
左
恥

骨
を
骨
折
し
た
り
し
た
。

　
Ｘ
は
、
生
命
又
は
身
体
を
保

護
す
る
た
め
緊
急
や
む
を
得
な

い
場
合
を
除
き
身
体
拘
束
が
禁

止
さ
れ
（
指
定
介
護
療
養
型
医

療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
第
14
条
4

項
）、切
迫
性
・
非
代
替
性
・
一

時
性
の
要
件
（「
身
体
拘
束
ゼ

ロ
へ
の
手
引
き
」
厚
労
省
、
22

頁
）
を
満
た
さ
ぬ
違
法
を
根
拠

に
、
慰
謝
料
6
0
0
万
円
を
請

求
し
て
提
訴
し
た
。

　
裁
判
所
は
、
身
体
の
自
由
は

基
本
的
人
権
の
一
つ
で
、
身
体

拘
束
は
原
則
禁
止
さ
れ
、
医
療

機
関
に
お
い
て
も
生
命
・
身
体

へ
の
危
険
が
切
迫
し
、
必
要
最

小
限
の
手
段
で
緊
急
避
難
的
に

許
さ
れ
る
と
し
た
。
要
件
を
満

た
す
か
否
か
の
判
断
で
、
地
裁

は
請
求
棄
却
（
名
古
屋
地
判
平

18
・
9
・
13
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
）、

高
裁
は
70
万
円
の
慰
謝
料
を
認

め（
名
古
屋
高
判
平
20
・
9
・
5

判
例
時
報
2
0
3
1
号
23
項
）、

上
告
審
は
、
受
傷
を
防
止
す
る

な
ど
の
た
め
に
必
要
や
む
を
得

な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
情
が
あ

る
場
合
に
の
み
許
容
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
し
て
、
危
険
性
の
高

い
状
況
で
、
他
に
代
替
え
方
法

は
な
く
、
必
要
最
低
限
の
も
の

と
し
て
違
法
は
な
い
と
し
た

（
最
三
判
平
22
・
1
・
26
同
2

0
7
0
号
54
項
）。（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ａ

ニ
ュ
ー
ス
1
2
3
号
よ
り
）

　
「
…
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国

の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を

無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
つ

て
…
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、

自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と

対
等
関
係
に
立
と
う
と
す
る
各
国

の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
」（
憲

法
）。
日
本
に
は
い
ま
三
つ
の
領

土
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
尖

閣
諸
島
を
念
頭
に
。
領
土
問
題
は

そ
の
双
方
の
国
家
に
と
っ
て
主
権

が
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
い
ず
れ

に
と
っ
て
も
妥
協
が
難
し
い
。
そ

れ
ゆ
え
に
武
力
衝
突
や
、
戦
争
に

す
ら
な
り
か
ね
な
い
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
領
土

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
―
我
々
は
当
然
に
正
し

く
、
相
手
に
正
当
性
は
な
い
、
あ

る
い
は
双
方
の
利
益
は
相
反
し
、

我
が
利
益
は
国
益
と
し
て
守
り
、

相
手
に
利
す
る
行
為
は
利
敵
行
為

と
非
難
す
る
と
い
う
二
者
択
一
に

双
方
が
陥
り
や
す
い
。
し
か
し
そ

れ
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
相
互

依
存
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
在

に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
、
第
三

の
道
は
見
え
て
く
る
は
ず
も
な
い
。

　
「
…
国
際
紛
争
は
平
和
的
手
段

に
よ
っ
て
…
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」（
国
連
憲
章
）。
こ
れ
が

国
際
的
に
最
も
基
本
的
な
国
家
の

行
動
規
範
で
あ
る
こ
と
は
広
く
浸

透
し
て
い
る
が
、
一
方
で
こ
の
基

本
的
な
規
範
を
守
ら
な
い
国
が
存

在
す
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
を
守
り
行
動
す
る
国
が
増
え

れ
ば
国
際
的
な
平
和
に
近
づ
く
で

あ
ろ
う
し
、
そ
の
逆
も
あ
り
う

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世
界
の
国
々

の
絶
え
間
な
い
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
規
範
を
守
ら
な
い
国
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
国
が

規
範
を
守
り
、
相
手
国
に
も
そ
れ

を
求
め
る
の
は
、
厳
し
い
現
実
を

見
す
え
な
い
理
想
論
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
し

か
し
領
土
に
か
か
わ
る
二
国
間
交

渉
は
、
破
綻
す
れ
ば
武
力
衝
突
か

ら
戦
争
に
つ
な
が
る
危
険
を
は
ら

ん
で
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

そ
の
う
え
で
平
和
的
解
決
を
目
指

す
た
め
に
は
、
双
方
の
国
を
取
り

巻
く
国
際
情
勢
、
双
方
の
国
の
国

内
情
勢
、
関
係
国
の
歴
史
に
対
す

る
豊
富
な
知
識
と
洞
察
、
現
在
に

至
る
出
来
事
と
そ
れ
に
対
す
る
交

渉
の
正
確
な
把
握
、
国
際
法
を
は

じ
め
外
交
交
渉
の
知
識
、
柔
軟
さ

と
忍
耐
、
そ
し
て
何
よ
り
も
武
力

を
用
い
な
い
、
用
い
さ
せ
な
い
と

い
う
固
い
決
意
を
必
要
と
す
る
最

も
成
熟
し
た
能
力
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
外

交
担
当
者
だ
け
の
問
題
で
は
決
し

て
な
く
、
我
々
自
身
が
問
わ
れ
る

こ
と
で
も
あ
る
。

　
「
領
土
問
題
の
悪
循
環
を
止
め

よ
う
」（
大
江
健
三
郎
氏
ほ
か
日

本
か
ら
）。

　
「
日
中
関
係
に
理
想
を
取
り
戻

そ
う
」（
崔
衛
平
氏
ほ
か
中
国
か

ら
）。

 

（
政
策
部
会
理
事
・
飯
田 

哲
夫
）

憲
法
・
領
土

処
方
せ
ん
料
の
算
定
に
つ
い
て

「
処
方
せ
ん
料
」
は
2
回
算
定

可
能
で
す
か
。

　
Ａ
、
異
な
る
医
師
が
処
方
を

行
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
科
の
処
方
に
つ
き
「
処
方

せ
ん
料
」
を
算
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
院
内
で
投
薬
を
行
う
場
合
の

「
処
方
料
」
の
考
え
方
も
同
じ

で
、
複
数
の
診
療
科
を
標
榜
す

る
保
険
医
療
機
関
に
お
い
て
、

2
以
上
の
診
療
科
で
異
な
る
医

師
が
処
方
し
た
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
処
方
に
つ
き
処
方
料
を

算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

廃棄物処理に関わるあらゆるご相談・
ご質問に応じる体制もできました。

◇ お問い合わせは協会事務局まで ◇
TEL 075 - 212 - 8877　FAX 075 - 212 - 0707

協力専門家一覧
弁　護　士 税　理　士

莇　　立明 弁護士 花山　和士 税理士
江頭　節子 弁護士 外村　弘樹 公認会計士・税理士
松尾　美幸 弁護士 山口　　稔 税理士
赤井　勝治 弁護士 木谷　　昇 税理士
石川　寛俊 弁護士 乗岡　五月 税理士
鵜飼万貴子 弁護士 牧野　伸彦 税理士
小笠原伸児 弁護士 鴨井　勝也 税理士
竹下　義樹 弁護士 廣井　増生 税理士
富永　　愛 弁護士 社会保険労務士
新阜創太郎 弁護士 河原　義徳 特定社労士
西村　幸三 弁護士 本宮　昭久 特定社労士
本田　里美 弁護士 建　築　士
三重　利典 弁護士 坂本　克也 建築士
若松　　豊 弁護士 竹内　秀雄 建築士

ファイナンシャルプランナー 廃棄物処理コンサルタント
重松　朋聖 法人推進部長 中島　智之

㈱エコロジー・ソリューション代表取締役その他 関係生保会社、京都銀行のFP

※ご希望の方をお選びいただけます。
※随時、必要な時に相談できます。
　先生のご都合の良い日で日程調整します。
※相談は無料（ただし、１事案１回限り）
　 １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、個
別相談に移行し有料になります。

協会の各種相談体制

文化ハイキング
     秋の東山南部の史跡を巡る

　今回の文化ハイキングは、
東山にある東山南部の史跡を
訪ねて案内人とともに秋の一
日を、のんびりと過ごしま
す。
　午前中は、二十五菩薩像が
圧巻の「泉湧寺即成院」や、
運慶作木彫の大仏がある「戒
光院」などをめぐります。
「ハイアット・リージェン

シー京都」で昼食の後、午後は国宝の庫裏が見事な「妙法院」、秀
吉ゆかりの「豊国神社」などを訪ねます。
　ご家族・スタッフの方々お誘いあわせ、ぜひご参加下さい。なお
全行程３km弱あります。坂道もありますので、雨具のご用意とと
もに軽装で歩きやすい靴でご参加下さい。

妙法院

日　程 10月20日 （日）
 午前９時30分～
 午後４時頃（雨天決行）
参加費 5,000円
 （拝観料、昼食代含む）
集　合 午前９時30分
 JR・京阪「東福寺」改札口前

※お申し込み・お問い合わせは文化担当まで。
　☎075 - 212 - 8877　FAX 075 - 212 - 0707
主　催 （有）アミス　　協　賛　京都府保険医協会

泉湧寺即成院

先着
定員20人
要申込

 秋の東山南部の史跡を巡る 秋の東山南部の史跡を巡る
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「オオカミ少年」ではなく
　1980年代に、ＨＣＡ（Hospital Corporations of America）
などの巨大病院チェーンの活動が話題になったころ、何人かの
「オオカミ少年」たちが、「アメリカの巨大病院チェーンが日本に
上陸して、日本の医療機関はスルメのようにのされてしまう、大
変だ、大変だ」と騒いだ。そのときのオオカミ少年たちは、年を
とったせいか、今回のＴＰＰには割合、静かである。あのころ、
病院チェーン専門に研究していた人はすでにお払い箱であり、い
まＴＰＰ専門に研究している人も間もなくお払い箱になるだろ
う。しかし、「グローバリゼーション」のひとつの側面としてＴ
ＰＰをとらえる方法論をもっていれば、お払い箱にならずに、21
世紀の社会科学をリードすることができるだろう。
　いまからちょうど100年前の1913年、ヘンリー・フォードはデ
トロイト市で自動車のライン生産を始め、世界の自動車産業を
リードした。そして100年後の今年、デトロイト市は1兆8千億の
負債を残して倒産した。フォード社とおなじころスタートした
ボーイング社は「軍・産複合体」として成長し、Ｂ29を大量に製
作して日本中を焼け野原にし、その上、「オスプレイ」によって
日本国民を不安に陥れている。世界を市場化し、世界市場での覇
権争いが展開されること、これはグローバリゼーションの重要な
特徴のひとつである。

『グローバル日本化？』という本
　今年、訳せば『グローバル日本化？』
（図１）となる本の重版が出された
（Tony  E l g e r 他 編 ： G l o b a l  
Japanization ? 2013.Routledge.）。
初版は1994年だから寿命の長い本だが、
要点は「フォード・テイラー・システム」
にかわって「トヨタ・サムライ・システム」
が世界の産業をリードするようになったこと、そして雇用された
企業にたいして「サムライ」のような忠誠心をもって技術的、経営的
改善に努力する「カイゼン」という方式が生まれたことなどである。
　この「カイゼン」はimprovementというような英語では置き
換えられないとしてローマ字でKaizenと書かれる場合が多く、

それを医療に適用したものと
して『医療カイゼン』（Mark 
Graban 他：Healthcare 
Kaizen.2012.CRC Press.）
（図２）が出されている。
　グローバリゼーション学習
はまず世界史と世界地理を下
敷きにすることからはじめな
ければならない。

安倍政権の医療・社会保障制度改革と
地域包括ケアシステムの行方

政策時局講演会

日本福祉大学学長  　二木　立 氏

掘り下げた学習を
　 21世紀の社会科学的教養として 　

社会保険研究会第650回記念

医療制度改革のゆくえ
　 2025年の医療制度の姿を展望する 　

講　師　学習院大学経済学部長
　　　　社会保障審議会医療保険部会長
　　　　社会保障制度改革国民会議会長代理
　　　　　　　　　　　    遠藤 久夫 氏
日　時　10月19日（土）
　　　　　　午後２時～４時30分
場　所　京都大学医学部記念講堂（旧解剖講堂）
　　　　（左京区吉田近衛町）
対　象　会員・会員医療機関職員
定　員　100人（事前申込で先着順）
　　※日医生涯教育講座対象の研究会です。
　　※後日のデジタル配信はありません。

神宮丸太町駅
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京
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京
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烏
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河
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川
端
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東
大
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通

白
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今出川駅 出町柳駅

祇園四条駅河原町駅

三条駅

近衛通

旧白
川通

鞠
小
路
通

芝蘭会館

正門

医学部記念講堂
（旧解剖講堂）
※入口は東側

近衛通

東
大
路
通

鴨
川

① 京都大学医学部
② 京大病院西構内
③ 京大病院東構内

①

② ③

鞠
小
路
通

地
下
鉄
烏
丸
線

阪急京都線阪急京都線

参加費
無料

参加費
無料

日　時　10月5日（土）午後２時30分～４時30分
場　所　京都府保険医協会　ルームＡ～Ｃ
定　員　60人（事前申込で先着順）

どちらも 要申込です！ （☎ 075-212-8877　FAX 075-212-0707）

　
病
院
向
け
経
営
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
7
月
25
日
に
開
催
。
①

中
村
隆
弁
護
士
に
よ
る
「
病
院

経
営
に
お
け
る
未
収
金

対
策
」、
②
損
保
ジ
ャ

パ
ン
に
よ
る
「
情
報
シ

ス
テ
ム
保
守
費
用
削
減

対
策
」
の
2
テ
ー
マ
の

講
演
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
31
人
。

　
損
保
ジ
ャ
パ
ン
は
他

社
に
先
駆
け
て
情
報
シ

ス
テ
ム
機
器
（
パ
ソ
コ

ン
や
プ
リ
ン
タ
等
）
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
保
守
費

用
を
削
減
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「System

 Cost

 Care

」

を
展
開
し
て
い
る
。
病
院
経
営

の
安
定
化
に
向
け
て
、
現
在
の

定
額
保
守
契
約
費
用
の
見
直
し

病
院
経
営
対
策
セ
ミ
ナ
ー

未
収
金
の
防
止
・
回
収
は

　
実
態
把
握
と
原
因
分
析
か
ら

を
提
案
し
た
。

　
中
村
弁
護
士
は
医
療
機
関
に

と
っ
て
の
大
き
な
柱
は
収
入
増

と
未
収
金
対
策
。「
医
は
仁
術

な
り
」
と
の
言
葉
と
医
療
機
関

の
健
全
経
営
を
ど
う
両
立
さ
せ

る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

未
収
金
の
実
態
を
知
り
、
原
因

を
し
っ
か
り
分
析
す
る
こ
と
が

未
収
金
の
防
止
、
回
収
対
策
に

つ
な
が
る
。
未
収
金
回
収
業
務

は
担
当
者
任
せ
に
せ
ず
、
医
療

機
関
が
組
織
的
に
行
う
。
未
収

金
患
者
が
生
活
困
窮
者
か
、
悪

質
滞
納
者
か
を
見
極
め
、
回
収

方
策
を
探
る
。
生
活
困
窮
者
に

は
福
祉
制
度
の
活
用
を
促
し
、

生
活
困
窮
で
は
な
い
患
者
に
は

啓
発
活
動
や
丁
寧
な
取
り
立
て

で
医
療
費
を
徴
収
・
悪
質
滞
納

者
に
は
医
療
機
関
職
員
で
も
比

較
的
簡
便
に
で
き
る
法
的
手
続

き
の
積
極
的
活
用
が
肝
要
と
述

べ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か

ら
医
療
現
場
の
切
実
な
声
と
質

問
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
解
決
に

向
け
た
具
体
的
方
策
を
探
っ

た
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
と
て
も
良
か
っ
た
」「
法
的
手

続
き
に
興
味
を
持
っ
た
」
と
の

回
答
が
多
数
を
占
め
、
今
後
は

法
的
手
続
き
、
特
に
「
少
額
訴

訟
」
を
実
践
し
た
い
と
の
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

（
詳
細
は
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

9
月
号
に
掲
載
）。

（図１）『グローバル日本化？』
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ワ
ク
チ
ン
の
大
切
さ
を
多
く

の
子
ど
も
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
趣
旨
で
始
ま
っ
た
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
運
動
。
第
1
弾
で
は

京
都
小
児
科
医
会
の
協
力
を
得

て
、
医
療
機
関
を
は
じ
め
、
小

学
校
や
保
育
園
で
も
取
り
組
み

に
参
加
い
た
だ
い
た
。
結
果

は
、
1
年
間
で
2
4
8
万
5
6

4
0
個
と
な
っ
て
い
る
。

　
終
了
後
も
、
再
開
を
希
望
す

る
声
を
多
数
い
た
だ
き
、
現
在

全
京
都
建
設
協
同
組
合
の
保

管
・
運
搬
協
力
に
よ
り
第
2
弾

の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。

　
協
力
い
た
だ
け
る
医
療
機
関

に
は
、掲
示
用
ポ
ス
タ
ー
、回
収

容
器
に
貼
る
シ
ー
ル
、
協
力
者

へ
の
お
礼
の
シ
ー
ル（
ワ
ク
チ
ン

啓
発
シ
ー
ル
）を
お
届
け
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
会
員

各
位
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。
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．
ポ
ス
タ
ー
・
エ
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ッ

プ
回
収
容
器
を
設
置
し
て
い

た
だ
く
。
①
の
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
、
適
当
な
段
ボ
ー
ル

等
に
②
の
回
収
容
器
用
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
回
収
容

器
を
作
成
、
設
置
す
る
。

2 

．
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
、
協
力
お
礼
シ
ー
ル
を
差

し
上
げ
る
。

3 

．
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
が
集
ま
っ
た
ら
、
段
ボ
ー

ル
に
入
れ
て
、
全
京
都
建
設

協
同
組
合
に
送
付
い
た
だ
く
。
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京
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組
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ペッ
トボト

ルのキャップを集めて

世界

の子
どもた

ちにワクチンを届けよう！

世界

の子
どもた

ちにワクチンを届けよう！

世界

の子
どもた

ちにワクチンを届けよう！

お問い合わせ：京都府保険
医協会

〒604-8162　京都市中京
区烏丸通蛸薬師上ル七観音

町637　第41長栄カーニー
プレイス四条烏丸6階

TEL●075-212-8877　FA
X●075-212-0707　E-m

ail●info@hokeni.jp

●清涼飲料など本体が
ペットボトルの

キャップを対象にしていま
す。これらを集

められる場合は食品が付着
していると異

臭が発生することもありま
すので、簡単

に洗浄してください。大き
さは制限あり

ません。
★紙のシール（値札等）や

金属の蓋は必ず除外し

　てください。

　ペットボトルのキャップを
ごみとして捨ててしまうと

、焼却処分されてしまうだ

けですが、キャップだけを集
めると、それを病気から守っ

てくれるワクチンにかえ

て、世界中の子どもたちに
届けます！

　一人ひとりの力は小さい
けれど、たくさんの力が集ま

れば、きっと多くの子ども

たちを病気から守れるよ。

エコキャップからのお願い

回収されたキャップはこう
してワクチンになります

●あなたの行動が世界の
子どもを守ります。

●小さなキャップでも分け
れば資源！

●ペットボトルのキャップ
400個で10円になります

。

お医者さん 保険医協会
リサイクルメーカー
へ持ち込む

売却益をワクチン
寄贈団体へ寄付 途上国に

ワクチンが
届きます

NPO法人
「世界の子供にワクチンを

」

日本委員会（JCV）

エコキャップとは
　私たちのまわりには、細

菌やウイルスのせい

で、かかってしまういろい
ろな感染症がありま

す。これらから、子どもたち
を守るためにもっとも

有効な手段が「ワクチン」な
んですよ。

　ワクチンは、感染症の原
因となるウイルスや細

菌を精製・加工して、毒性を
弱めたりなくしたりし

て、体にとって安全な状態
にしたものです。本当

にその感染症にかかってし
まう前にワクチンを接

種して、その感染症に対す
る抵抗力（免疫）を作っ

ておこうということです。本
当にかかる前にワク

チンを接種して、その感染
症にかからないうよう

にしましょうね。

ワクチンって？

ワクチン

ワクチン

全京都建設協同組合
〒615-8165
京都市西京区樫原盆山 1

3-1

TEL : 075-382-1021

送付先は
下記

※着払いはご遠慮ください
。

キャップの送付先・協力

　ペットボトルのキャップを
ごみとして捨ててしまうと

、焼却処分されてしまうだ

けですが、キャップだけを集
めると、それを病気から守っ

てくれるワクチンにかえ

　一人ひとりの力は小さい
けれど、たくさんの力が集ま

れば、きっと多くの子ども

〒615-8165

ここに
キャップを
入れてね。

ご協力ありがとう
ございます。

京都府保険医協会

（
図
２
）『
医
療
カ
イ
ゼ
ン
』

①

②

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
医
療  

2      

野
村
　
拓

が世界の産業をリードするようになったこと、そして雇用された
（図１）『グローバル日本化？』

野
村
　
拓

基金
国保

９日
（水）

10日
（木）労災

10日
（木）

○ ◎ ◎

10月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日。
　受付時間：基金  午前９時～午後５時30分
　　　　　　国保  午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　労災  午前９時～午後５時

４月20日号の京都保険医新聞
に同封し、全会員にパンフレッ
トをお送りしたところ、大変好
評をいただいております。

1冊 350円
（送料別）

会員価格

追加ご希望の場
合は協会事務局
までご連絡をお
願いいたします。

『医院・病院で働くひとたちのために』
従業員パンフレット

会員価格

好評です！

熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
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